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午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（戸澤義典） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和６

年第５回美幌町議会臨時会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤義典） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、３番横山清美さん、４番髙

橋秀明さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（戸澤義典） 日程第２ 会期の決

定についてを議題とします。 

去る７月１６日、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 〔登壇〕 令和６年

第５回美幌町議会臨時会の開会に当たり、

去る７月１６日、議会運営委員会を開催し

ましたので、その内容と結果について報告

いたします。 

本臨時会に付議された案件は、補正予算

１件であります。 

以上の内容でありますので、本臨時会の

会期については、本日１日限りといたしま

す。 

慎重なる審議に皆さんの御協力をお願い

するとともに、行政職員の皆さんには、真

摯な答弁と対応をお願い申し上げて、議会

運営委員会委員長としての報告といたしま

す。 

○議長（戸澤義典） お諮りします。 

ただいま議会運営委員会委員長から報告

のあったとおり、本臨時会の会期を１日間

としたいと思いますが、御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は１日間と決定しまし

た。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典） 諸般の報告を行いま

す。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（小室保男） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、配

付しておりますので、御了承願います。 

なお、本臨時会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

また、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可しておりますので、併せて御

承知おき願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎提出案件の概要説明 

○議長（戸澤義典） 町長から本臨時会に

提出している案件について、概要説明をし

たいとの申出がありますので、発言を許し

ます。 

町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 本日、こ

こに令和６年第５回美幌町議会臨時会が開

催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま

すとともに、提出案件の概要について御説
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明申し上げます。 

令和６年度美幌町一般会計補正予算（第

２号）については、第３８回ビホロ１００

キロメートルデュアスロン大会に係る負担

金として１２５万円を、ＦＳＣ認証林の再

審査に係る審査手数料として３６万円を、

ヒグマ駆除に係る有害鳥獣駆除奨励交付金

として１５万円の増額を行おうとするもの

であります。 

なお、詳細につきましては、担当部長よ

り御説明申し上げますので、御審議の上、

原案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げまして、提出案件の概要説明といたしま

す。 

以上、よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第５３号 

○議長（戸澤義典） 日程第３ 議案第 

５３号令和６年度美幌町一般会計補正予算

（第２号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書の５ペー

ジになります。 

議案第５３号令和６年度美幌町一般会計

補正予算（第２号）について御説明を申し

上げます。 

令和６年度美幌町の一般会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正は、デュアスロン大会関係経

費の増に伴う負担金の追加、ＦＳＣ森林認

証林の一部除外に伴う審査手数料の追加及

びヒグマ駆除数の増による奨励交付金の追

加などを行うものであります。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１７６万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１３８億 

７,６４１万３,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１４、

１５ページをお開き願います。 

３、歳出になります。 

６款農林水産業費、２項林業費、１目林

業総務費、１、有害鳥獣対策事業費の増、

１５万円は、町内のヒグマ駆除頭数の増に

伴う奨励交付金の追加になります。 

ヒグマの駆除については、北海道猟友会

美幌支部会員の皆様に担っていただいてお

りまして、毎年１頭から３頭で推移してい

るところでありますが、今年度は、現時点

で当初予算５頭に対し既に５頭駆除してお

り、今後の駆除頭数を５頭見込み、増額い

たします。 

その下、３目町有林管理費、１、町有林

造林事業費の増、手数料３６万円は、平成

１７年に取得しているＦＳＣ森林認証につ

いて、本年６月に認証維持審査を受けたと

ころですが、第Ⅳ期埋立処分場の整備に伴

い、認証林の一部を除外することについて

是正処置を求められ、そのフォローアップ

審査を受ける必要があることから、審査手

数料を補正するものです。 

なお、本町の管理区画面積は１,５９９ヘ

クタールでありますが、今回、開発行為を

予定している面積は２.３４ヘクタールとな

っております。 

１０款教育費、５項、１目保健体育総務

費、２、スポーツ大会開催事業費の増、負

担金、１００キロデュアスロン大会負担金

１２５万円は、本年度の開催については、

８月１８日を予定しているところですが、

昨年のツール・ド・北海道での死亡事故を

踏まえ、競技者の安全確保と事故防止対策

を最大限に図るため、新たに国道２路線、

国道２４０号については約２キロ及び国道

２４３号については約６００メートルの一

部片側通行と、福住、豊富地区の町道１５３号  

及び１５４号については、約６.７キロの迂

回路の設置が必要となり、コース規制に係

る資機材、車両等の借り上げ費用の追加、

また、警備員２６名、ボランティアスタッ

フ４０名の増員に係る費用の追加など、開
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催に係る予算に不足が見込まれることから

補正を行うものでございます。 

次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、議案書１２、１３ページにお戻り

願います。 

２、歳入になります。 

２０款繰越金、１項、１目繰越金１７６

万円は、今回の補正予算の財源として前年

度繰越金を充当するものです。 

なお、繰越明許費分を除いた前年度分の

繰越金の総額は１億１,５２０万７,０００

円であり、今回補正後の未支消分の繰越金

は１億３４４万７,０００円となります。 

以上、議案第５３号令和６年度美幌町一

般会計補正予算（第２号）につきまして御

説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

８番藤原公一さん。 

○８番（藤原公一） ６款、２項、３目町

有林管理費についてお伺いしたいと思いま

す。 

まず、ＦＳＣの面積の確定について、面

積の確定をどのようにするのかという部分

と、面積確定後は目視できるのか、１点お

願いしたいです。 

また、１０款、５項、１目保健体育総務

費の負担金１００キロデュアスロン大会の

ことですけれども、このことについて４点

ほどあります。 

まず１点目、国道２４０号線の片側交互

通行における警備員の通信方法について。 

普通の警備員であればトランシーバーで

通信すると思いますが、２４０号線は片側

約２キロと言っていますけれども、トラン

シーバーだと２キロという距離は多分、不

可能だと思います。この通信方法、連絡方

法をどのように取られるのか。 

２点目、警備員の資格について。 

国道の片側交互通行というのは、本当に

危険を有すると思いますので、警備員の国

家資格というものがあり、この国家資格を

持っている方が望ましいと思います。この

警備員の配置はどのようにされているの

か、また、資格者の確認をどのようにされ

るのかを聞きたいと思います。 

３点目、片側通行になると警備員の死亡

事故ということもかなりリスクが高くなる

と思いますが、警備員とか、スタッフにつ

いて、どのような保険対応をとられている

のかお聞きしたいと思います。 

最後になります。 

今回のデュアスロン大会の増額につい

て、今回は増額しておりますけれども、来

年度もこの増額分でデュアスロンを開催す

るのか、また、やめるなら今回で最後と

か、そのような通知も必要だと思います

が、来年度の開催について。 

以上４点、お願いします。 

○議長（戸澤義典） 森林農地整備主幹。 

○森林農地整備主幹（橋本 勝） 除外面

積についてお答えさせていただきたいと思

います。 

森林認証林面積から２.３４ヘクタール、

認証区域から除外することについて審査を

受けることとなってございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（戸澤義典） ８番藤原公一さん。 

○８番（藤原公一） 面積が２.３４ヘクタ

ールということは分かるのですけれども、

例えば、くいとかを打って、除外面積が目

視できるようにするだとか、衛星やＧＰＳ

か何かで座標を出すとか。 

多分、認証の方が来られるのですよね。

そのくいについて、認証に来られる方がど

のような方法で確認されるのかをお答えい

ただければと思います。 

○議長（戸澤義典） 環境衛生主幹。 

○環境衛生主幹（宮田英和） お答え申し

上げます。 

設計と申しますか、測量の際に造成エリ

アの各ポイントには座標がついてございま

すので、実際の工事に当たっては、座標を
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基に現場の施工用地を確定しまして施工す

ることとなります。 

また、審査の際にと申しますか、先月の

審査の際には、実際に審査機関の担当の方

が現地に赴いて確認をしたところなのです

が、ここからここの用地、エリアを除外し

ますよという確認はされていきませんでし

た。 

以上でございます。 

○議長（戸澤義典） ８番藤原公一さん。 

○８番（藤原公一） 確認されていなくて

も取りあえずオーケーというか、そこの除

外の部分は確定されたという認識でよろし

いでしょうか。 

審査員がそこは除外だと、そこまでの面

積、くいか何かまでは確認されていなかっ

た、そのことについて審査の方は分かりま

したと。図面上なのか書類上なのかは分か

りませんけれど、それで確認されましたと

いう認識でよろしいでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 環境衛生主幹。 

○環境衛生主幹（宮田英和） 審査に見え

た方が現地に赴いた際に、そのエリアをく

まなく歩いたわけではございませんが、そ

の上で現地の確認を終わりますという状況

になりました。 

もし除外するのであれば、座標に基づい

て、しっかりその部分はエリアを確定して

除外の対応をするということで、御認識い

ただいたのかなと理解しております。 

○議長（戸澤義典） スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（弓山 俊） まず、

最初の２４０号線の片側交互通行の警備に

あたる際の通信方法についてと、警備員の

資格の確認、あと、警備員の保険の対応等

の確認ということで、御質問があったと思

います。 

３点につきましては今、警備保障会社と

通信のやりとりとか、警備員の配置とか、

具体的な詳細を詰めています。 

当然、出口と入り口に警備員は配置する

のですけれども、その中間に警備員を数名

置くようなことで配置を考えています。 

その間で通信機器は当然使う話になるの

ですけれども、安全のためにそこの区間、

警備会社のほうで車両等を活用して安全対

策を施すということで今、詳細の詰めもし

ているところであります。 

あと、資格に関しては当然、国道に関し

ては国道の資格を持った方が警備に当たる

ということで、その辺も警備会社と打合せ

をしている状況であります。 

保険の対応につきましても当然、そのよ

うに発注すれば、その部分は書面で確認し

たいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（戸澤義典） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明） 先ほどの保険の

関係ですけれども、警備会社は警備会社の

保険、ボランティアは町民のボランティア

スタッフ実行委員会の保険ということで、

それぞれ保険をかけさせていただきます。 

４点目、最後の来年度はどうするかとい

うことでございます。 

この間、警察署と数度にわたって協議を

重ねた結果、今回は開催に至ったわけです

が、警察署からは、基本的に道路上に人と

車の共存は危険だと、もしこのコースで来

年やるとしたならば全面通行止めと言われ

ました。 

基本的に、国道を全面通行止めにするこ

とは、非常に厳しいと思っております。 

今後、コース変更も含めまして実施が可

能かどうか、実行委員会ともしっかり協議

をして結論を出していきたいと思っており

ます。 

以上です。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸） 予算書１４、１５

ページです。 

まず１点目、６款農林水産業費、２項林

業費、１目林業総務費の中の有害鳥獣駆除
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の話であります。 

実は、私は猟友会にも所属しておりまし

て、猟友会の会員の中で話題になることが

あります。 

私の聞き違いではないと思うのですけれ

ども、当初予算の枠を使い果たしたと、だ

から、増額補正をしたいという趣旨だと。

そこで、私がお聞きしたいのは、当初予算

はいつ使い果たしたのか。 

本来、有害鳥獣駆除という目的からいえ

ば、有害なことを阻止するためのお金です

ので、私はある意味、専決でもいいのかな

と。 

極端に言えば、有害になるものが出たけ

れど、お金がないからちょっと待ってくだ

さいということにもならないのかなという

ことが、会員同士でよく話し合うことなの

ですよ。 

今、熊が人にも悪さを、人にまでです

よ。お金がないからできませんということ

にはならないだろうと、会員同士の話題に

なるものですから、その辺も今後、研究す

る必要があるのではないかということを申

し上げたい。 

どちらかというと、議論よりも申し上げ

たいという趣旨でまず１点。 

次、２点目は、１０款、５項、１目のス

ポーツ大会費のことなのですが、僕の前に

藤原議員が聞いていますけれども、私はい

ささか、警察署の考え方というものにちょ

っと疑問を抱いています。 

もちろん、道路を安全にという一般論は

分かるのですけれども、そう言ってしまう

と美幌町の行事等が本当にできなくなる町

になるのか。 

例えば、美幌町の秋祭り、いっとき、こ

のような関係で駄目だよだとか、制限ばか

り。 

部長は、現場で話し合ったことを素直に

答えてくれていると思うのですけれども、

むしろどのような条件であれば許すのだ、

許可するのだという話に持っていかなかっ

たら。 

ごめんなさい。悪い意味で言ってるので

はないのです。警察のほうでやらせないよ

ということではないと思うのです。むし

ろ、どうしたらできるのかという会話だと

思うのです。 

その中で、結果として予算が間に合わな

いから諦めるというのは、また別な話であ

りまして、基本は、行事に対して、このよ

うな催物に対して、どのような姿勢でいら

っしゃるかということが、甚だ行政に対し

て一定の整理が必要でないかということを

申し上げたいのですよ。 

それからもう１点。 

交通警備員のことだと思うのですが、私

は別な関係で……というのは、私自身が警

備員の資格を取れないかということで、道

警のこのような警備関係の担当者とお話し

たことがあります。 

それはどういうことかというと、自家用

車の自家という言葉なのですが、よく自家

用車と言うでしょ、自家警備という言葉も

あるのです。 

専門の警備会社の警備員でないと駄目だ

というのは、例えば土木工事、通達で絶対

採用しなければいけない場面もあるかもし

れません。でも、法的に専門の警備員とい

うのは、北海道で何か所もありません。こ

れは私が調べたのですが、そうすると、警

察のこの担当の人が言ってくれたのです。

美幌町の警察署ではなくて、道警の担当者

がです。制限しているのは、北海道でも道

路名からいえば何か所もありませんと、自

家警備という手がありますよということを

教えてくれたのは、それこそ道警なので

す。 

地元の警察が言っているから警備会社の

警備員でないと駄目なのか、自家警備では

駄目なのか、そのような工夫もできないの

か、そのようなことも研究なさっているの

かということを知ってほしいのです。 

ちょっと変な言い方ですけれども、質問
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というよりもそのようなことも調べていか

なければ、美幌町は何の催物もできなくな

る。相手の都合で許可しませんよ、会話の

仕方が違う。この行事をやるにはどのよう

な条件ですかと、それを基本的にはクリア

すればいいことですから、さらに、お金の

ことはまた別な話です。 

予算がたくさんかかり過ぎるから縮小し

ようとか、将来やめようとか、そういうの

ではなくて、行事というものはやはりやっ

たほうがいいですよ。 

話は長くなりましたけれども、そのよう

な心構えも含めて、町長どうでしょうか。

努力してくださいというだけでやめておき

ますけれど、いかがでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 経済部長。 

○経済部長（河端 勲） １点目の駆除に

関する経費についてでございます。 

５頭目の駆除につきましては、７月７日

に古梅で駆除されたところでございます。 

予算の執行といいますか、猟友会の皆さ

んにお支払いする金額等についての御指摘

だったのですけれども、今後、猟友会の皆

さんに御迷惑がかからないような形で、議

員おっしゃるような専決等の処分も含めま

して部内で整理し、その上で総務部とも協

議した中で滞ることのないよう進めてまい

りたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） 部長、言葉を選ん

でくれてありがとうございます。 

ただ、ちょっとニュアンスが違うのは、

猟友会に迷惑かけているということではな

くて、基本は有害鳥獣駆除ですよねという

認識なのですよ。 

だから、僕が言わんとしたのは、この予

算は有害鳥獣駆除ですから、もしかした

ら、先ほどもくどく言いましたけれど、人

に害を与える場面でのクマ退治、その対応

を取らなければならない項目だと思いま

す。 

研究してほしいというのは、この項目は

専決処分でもいいのではないのか、お金が

なかったから有害駆除できません、待って

くださいという話ではないということで

す。 

少し論点が違うと思いますので、それは

今、この場で議論しなくても構いません。 

そのような趣旨で問いかけているという

ことで、承知おきください。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今、デュアスロンに

関して、もう少し広げてこれから町が行う

行事、それと、町民の皆さんが行う行事で

道路を使うという部分に対する許可を求め

ていく場合、警察署にお世話にならなけれ

ばいけないと思っています。 

今回、教育委員会でもいろいろ細部を詰

めさせていただいて、それから、私も署長

と協議をさせていただきました。 

基本的には、先ほど部長がお伝えしたと

おり、やはり事故を起こさないため、それ

から、自転車の競技が関わるものについて

は、一つの方針として道路を止めてやるこ

とが望ましいというよりも、そのような形

でないとなかなか許可は出せないという話

をされました。 

今回、現実としては、代替の道路がある

ところについてはそこを通っていただいて

片側通行にして、もう一方については代替

でやると、それがないところについては、

先ほど言った停止をしなければいけないと

いう話をされました。 

今、吉住議員から、一つの考え方とし

て、全てがプロばかりではなくて、自家警

備という、ある程度トレーニングをしてき

ちんと管理ができるような方も可能ですよ

と助言をいただきました。 

そのようなことも含めて、今後イベント

等に関わる人たちの安全を確保するために

は、ある程度知識を持った方々と安全管理

をしっかりした中で、道路に関わるものに
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ついては、これからもしっかり美幌警察署

と協議しながら、許可をいただいて進めた

いと思っています。 

今回、議員がおっしゃったように、でき

なくなるという考えを私は持っていませ

ん。継続するためにはどのような努力をす

べきかということを、しっかり町の考え、

それから実行委員会の考え、何かを行うグ

ループの人たちの考えを警察の方々にお話

して、その中で一番最善の方法を警察から

もアドバイスいただいて行事を進めていき

たいと思います。 

言われたから規模を縮小するとか、中止

にするということは、私としてそれは望ん

でおりませんし、これからもできるための

努力はしていきたいと思いますので、御理

解いただきたいと思っております。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） 職員の方、今のが

美幌町の町長のお話です。 

基本的にはやる、あえて言えば、それを

やるためにはどうしたらいいかという知恵

比べだと私は思っています。 

一つだけ余談を言いますと、道路工事と

か公共工事が、この警備という意味ででき

なくなりつつあります。専門家の警備屋さ

んが、人手不足で事前に契約していても現

場に来てくれない。人手不足で警備員がい

なかったら。専門家という意味のですよ。 

土木工事を例に取れば、作業員はいる、

機械はある、見た目はできるのだけれど、

それを専門にしている警備員がいない。そ

のようなことを研究した場合、自家警備で

も土木関係はできるのです。 

だから、地元の警察一人一人の知識だけ

ではなくて、私は面倒くさいから、さらに

専門の道警に聞くのです。そのようなこと

を理解していただければ。 

知識というのは、担当者といっても知ら

ないこともありますので、その辺も含めて

研究していただければ。 

やはり、美幌町を催物も何もない町には

したくない。そのような努力をしてくださ

い。終わり。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 同じくデュアスロ

ンの関係です。 

今、町長からこれから続けていくように

努力するという話がありました。私は、規

制というか、これから相当難しいと思うの

です。 

というのは、まず一つ、ボランティアの

関係です。 

これは、昔から比べると人も少なくなっ

てきている、あるいは高齢化になってきて

いる、若い人が意外と手伝いに来ていな

い。来ていないという言い方は悪いです

ね、来られない。そのようなことがすごく

目立つように思うのです。 

それともう一つは時期。 

これは、三十数年続いている事業ですけ

れども、昔、約４０年近く前の三十何年前

は、お盆を過ぎると涼しかった。今のよう

なハードなスポーツ事業でも、問題なくこ

なせたのです。ただ、今は９月の中まで、

下手すると３０度近い、非常に危ない。そ

れこそ、今ネットの中で、２４時間テレビ

のマラソン、２４時間マラソンですか、あ

れも相当、中傷を受けている。私はそれと

同じような状況だと思うのですよ。 

もし、町長がやりたいと思うのであれ

ば、いや、２４時間テレビではないのです

よ、デュアスロンをやりたいと思うのであ

れば、まずその辺のしっかりとした安全対

策も含めてやらなければ。 

町長、笑い事ではないのですよ。これは

人命に関わることですよ。ニタニタしない

でください。私は真剣に言っているのです

から。 

下手すると、本当に人命に関わることか

もしれない。今はそこまで大きいことはな
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い。だから、その安全対策をしっかりして

くださいという思いで言っているだけです

から。 

勘違いしないでください、やめろとは言

っていないのです。 

もしやりたいと思うのであれば、その対

策はあるのか。 

あるいは、一番最初、藤原さんから出た

交通規制、地元の警察に言えば、やはり当

たり前、通り一遍のことしか言わないので

す、決まり事しか。事故を起こしたくな

い、国道のことはしっかりしてください、

道路規制をしっかりしてくださいと。で

も、そこは吉住さんが言うように交渉なの

です。 

私は、続けたいという思いがあれば、そ

のことをしっかり一つ一つクリアして――

今度、実行委員会と話をしたいということ

なのですよね。三十何年か続いた事業です

から、私もやめてほしくはない、続けてい

っていただきたいという思いなのですよ。 

そのためにも、いろいろな含みがありま

すので、やはり一つ一つ難題をクリアする

ような会議あるいは提案をしていただきた

いという思いです。 

これは、本当は質疑でないですけれども

ね。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 私は、デュアスロン

を続けたいとか、そのような発言をしたつ

もりはありません。 

今、吉住議員から、一つの行事等につい

て規制があったからやめるという考えでは

なくて、一つは前向きにできるようどうす

るかということをしっかり考えてやってい

きたいと言いました。 

今後デュアスロンをどうするかという話

については、先ほど、部長からその置かれ

ている状況も含めて判断したいということ

を言っておりますので、私はデュアスロン

を続けていきたいという気持ちとしては言

ったというか、言ったつもりではありませ

ん。 

この質問の内容として、吉住議員から何

でも規制があったらやめるということはい

かがなものかという話をされましたので、

私はそのとおりだと思いますよということ

です。 

ただ、個々の部分で置かれている状況を

きちんとやれるかやれないかというのは、

その中で実行委員の方々が判断して決める

ことだと思います。 

仮に、それを続けたいと思ったとして

も、ある意味では今、大原議員がおっしゃ

ったように、時期の問題とか、気温が上が

ってきて安全性とか、そのようなことをト

ータル的にそれぞれの実行委員会の中で判

断する。 

それに対して、町もきちんと応援するも

のは応援する、それから、その中で決めた

ことに対して認めると、そのような行為を

すべきだと思っております。 

私は、今後もそれをずっと続けていって

ほしいとは……そのように捉えているので

あれば、今のデュアスロンが置かれている

状況をしっかり実行委員の方々と協議した

中で、次年度以降は考えていただきたいと

思っておりますので、御理解いただきたい

と思います。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 町長、ちょっと話

がずれて申し訳ないのですけれども、町長

の答弁はいつもそうなのですよね。 

町長の答弁に対して、私の読解力がない

のか、理解力がないのか。 

どうしても最初の答弁の仕方、やりたい

としか取れないのです。やっていきたい

と。でも、最終的に今はそのようなつもり

ではないと。 

私が前にした一般質問でもそうです。峠

の湯についてやれないと言いながらも、最

終的にはやれないとは言っていない、やり

たいという思いがある。分からないのです

よ、あなたの本当の気持ちが。なぜか両方



 

－ 11 － 

に取れるのですよ、そうやっていくと。 

今、これから町長がその実行委員会に出

るのか出ないのか、私は分かりません。で

も、ある程度、町長の気持ちというのは、

教育委員会に伝わると思うのですよ。その

伝わったことを、実行委員会の中でお話し

すると思うのです。 

今の答弁の中で、なぜ両方取れるような

言い方をするのか。最終的な思いであれ

ば、極端な言い方をするとやめたい、その

ように取れるのです。続けたいとは言って

いませんということは、そのように取れる

のです。 

何かこう、自分の思いというものがはっ

きりしない。これを言っても仕方ないです

けれども、今これは関係ないですから。 

ただ、私が言いたいのは、先ほど言いま

したように、これから暑さ、気候、人的な

もの、いろいろとその規制が本当に大変だ

と思うのです。 

町長、もし感じるものがあれば、そのこ

とを実行委員会にしっかりと伝えて、でき

るかできないかをしっかり審議していただ

きたい。それだけであります。 

○議長（戸澤義典） 町長。 

○町長（平野浩司） 今、大原議員がおっ

しゃったことに対して、私は全部理解して

いるつもりであります。 

例えば、求められれば、どのような判断

をするというよりも思いがあるということ

は、伝えようと思っています。 

ただ、先ほど言ったように、総論とし

て、可能な限りやれるものはやる努力をし

たいということを伝えたいという意味で吉

住議員に答弁したことでありまして、どっ

ちつかずという気は全くありません。 

ですから、デュアスロンに対して今後ど

うするかという話になった場合について、

今の考えを述べるということであれば、私

は今、大原議員がおっしゃったことをその

まま伝える考えであります。 

状況として、交通事故があって規制とい

うことに対しての話で言っていますけれど

も、今、置かれている状況、ボランティア

の問題、安全性それから参加人数の状況と

かを考えたときに、そのことをきちんと踏

まえた中で、実行委員会として皆さんの思

いをしっかり伝えてもらって、教育委員会

ですと教育長なり、私で最終的に決めてい

いと言うのであれば判断したいと。 

その中の一つの思いとしては安全性、そ

れは参加される方の安全性とそこに協力し

てもらえる方々の安全性が確保できるとい

うこと、これは絶対に担保しなければいけ

ないと思っています。 

どっちつかずという気は全くありません

ので、それだけは御理解ください。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） １５ページの町有林

管理費、手数料３６万円について質問をさ

せていただきたいと思います。 

７月１６日、経済教育常任委員会に出さ

れた資料を私も読ませていただいたのです

けれど、今年６月に認証維持審査を受けま

したが、一部除外について是正処置を求め

られて今回補正するということで説明があ

りました。 

このときの認証継続審査の結果と今後の

対応という資料を見ると、令和５年７月

に、現行予定地がＦＳＣ認証エリアである

ことが判明、１０月、審査機関であるＳＧ

Ｓと今後の動きを協議と書いてありまし

た。 

昨年の時点でエリアであることが判明し

て審査機関と協議したときに、この補正を

するより前に当初予算でそのような対応を

取るという判断を、なぜこの時点でできな

かったのか。私は、そのことが疑問なの

で、その辺の経過について。 

なぜ、今の時点での補正ということにな

るのか、その辺が分からないので、経過に

ついて御説明いただきたいと思います。 
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○議長（戸澤義典） 森林農地整備主幹。 

○森林農地整備主幹（橋本 勝） まず、

今回の増額補正理由について、御説明させ

ていただきたいと思います。 

ＦＳＣ森林認証に係る維持審査は、１年

に１回受けることとなってございまして、

今年度は６月４日から６日に、本町におい

て実施されてございます。 

しかしながら、先ほど説明がございまし

たとおり、第Ⅳ期ごみ処分場の建設予定地

がＦＳＣ認証区域にかかっておりましたの

で、当該区域を認証区域から除外すること

について審査を受けました。 

それも含めて審査を受けたのですけれど

も、さらにフォローアップ審査が必要とい

うことで、今回の増額補正予算をお願いし

ているところでございます。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

２番馬場博美さん。 

○２番（馬場博美） 同じく１５ページの

６款、２項、１目林業総務費の町有林造林

事業費の手数料３６万円について、３点ほ

ど説明をお願いしたいと思います。 

まず、今、上杉議員からもありましたけ

れども、ＦＳＣ森林認証の審査手数料３６

万円は、第Ⅳ期埋立処分場を整備するに当

たり、ＦＳＣ森林認証の一部除外について

是正処置が求められ、今回、是正処置を受

けることになったことから、一時停止解除

の見通しについて手続を行うということで

ありますが、今現在における一時停止解除

の見通しはどう捉えているのか。 

２点目、最悪、一部除外が認められなか

った場合、どのような影響があるのか。 

３点目は、上杉議員とダブりますけれど

も、ＦＳＣ認証があった時点でこのような

手続をするべきではなかったのか。 

そして、以前に戻りますけれども、これ

を当初予定地ではなく、現在のＦＳＣ認証

の区域内にしたということが分かっていれ

ば、ＦＳＣ認証の手続を取らない除外地域

でもできたのではないかという検討をした

のかどうか。 

この３点、お伺いいたします。 

○議長（戸澤義典） 環境衛生主幹。 

○環境衛生主幹（宮田英和） お答えいた

します。 

まず１点目、フォローアップ審査を通過

するかどうかの見通しのお話だと思いま

す。 

こちらは、６月に審査を受けたところ、

指摘された内容が相当に厳しいものである

と感じたのですが、その後、フォローアッ

プ審査に向けて、美幌町として対応可能と

思われる是正処置内容につきまして書面を

作成し、審査機関へ提出いたしました。 

提出したところ、審査機関からは、真摯

に検討した内容であると評価をいただいた

ところであります。 

あわせて、是正処置内容に基づくしっか

りした対応が再審査の中で確認できれば、

６月に言われました重大な不適合に対する

処置が完了したと判断してもよいという通

知を受けているところでございますので、

再審査に向けて力を尽くしてまいりたいと

考えてございます。 

それから、２点目の再審査が認められな

かったとした場合、どのような影響がある

のかというお尋ねだったと思います。 

この認証は、美幌町単独の認証ではな

く、グループとしての認証という形で受け

ているものでございます。 

また、美幌町がＦＳＣの認証を受けてい

るということで御寄附をいただいたりと

か、そのような部分もございますので、そ

のような方々に対する影響、それから、Ｆ

ＳＣ認証林から切り出される木材の流通

等々、このような部分に影響があろうかと

思います。 

もし仮に、フォローアップ審査、再審査

が通過しないといった場合には、グループ

から美幌町だけが離脱して継続するという

道もあるということは確認してございま
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す。 

可能性の一つではございますけれども、

そのような対応も出てくるのかなと考えて

いるところでございます。 

次に、処分場の位置のお尋ねだったと思

います。 

正直なところ、確定したエリアが認証エ

リアに入っているということに気づくの

が、タイミングとして非常に遅くなってし

まったということは事実でございます。 

本当は、もっと早くに気がついていなけ

ればならないということは、間違いないお

話だと思います。 

どうしてこのようになったかと申します

と、基本的には、公共施設の整備位置の決

定、確定というのは非常に重いものだと考

えておりますが、そのような重要な事項で

あるにもかかわらず、行政内部として各部

局への情報共有ができなかったこと、これ

に尽きるのかなと考えてございます。 

今後、フォローアップ審査、再審査の中

でも、ＦＳＣの審査機関から、今後はこの

ような形で除外することのないようなしっ

かりとしたシステムを構築してくださいと

いうことも言われております。 

ですので、そのような部分も考えて、今

後につきましては、今回のような事態に至

らないような形で考えてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第５３号令和６年度美幌

町一般会計補正予算（第２号）についてを

採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（戸澤義典） 以上で、本臨時会に

付議された案件は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

これで、令和６年第５回美幌町議会臨時

会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

午前１０時５３分 閉会   
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